
科
学
的
論
拠
と
美
感
的
構
想
力

新
型
コ
ロ
ナ
の
猛
威
は
、
加
速
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
あ
お
ら
れ
て
全
世
界
を
覆
っ
た
が
、
そ
の
対
策
は
、

あ
た
か
も
各
国
の
政
治
指
導
者
に
課
さ
れ
た
共
通
テ
ス

ト
の
よ
う
だ
。
独
裁
国
家
の
多
く
が
強
権
的
に
感
染
を

制
圧
し
た
一
方
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
民
主
主
義
国

は
、
市
民
権
の
尊
重
を
め
ぐ
っ
て
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
科
学
的
論
拠
を
否
認
し
て
大
衆
迎
合
す
る
反

知
性
主
義
が
、
新
自
由
主
義
と
軌
を
一
に
し
て
拡
大
し

た
こ
と
も
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
自
由
と
放
任
の
履
き

違
え
が
経
済
と
政
治
を
貫
き
、
急
激
な
感
染
拡
大
の
み

な
ら
ず
、
国
民
の
格
差
と
分
断
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
な
か
で
、
2
0
2
0
年
3
月
18
日
に
ド
イ
ツ

文
化
的
生
存
配
慮
と
民
主
主
義

連
邦
文
化
大
臣
モ
ニ
カ
・
グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
の
発
言

と
そ
の
支
援
策
も
注
目
を
浴
び
て
き
た
。
日
本
で
も

「
文
化
は
社
会
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
」
と
い
う
彼
女

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
流
布
し
、「
不
要
不
急
」
と
し
て
後

回
し
に
さ
れ
た
芸
術
文
化
関
係
者
の
羨
望
の
的
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
経
緯
や
背
景
に
つ
い
て
は
十
分
に

理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
3
月
か
ら
12
月
時
点
ま
で
の
芸

術
文
化
支
援
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。

グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
は
3
月
23
日
、
ド
イ
ツ
連
邦
政
府

経
済
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
の
「
零
細
企
業
と
自
営
業
者
の

た
め
の
コ
ロ
ナ
緊
急
支
援
」
5
0
0
億
ユ
ー
ロ
（
約

6
・
5
兆
円
）
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
文
化
領
域
に
も
適
用
し
、

大
規
模
な
支
援
策
を
発
表
し
た
。
連
日
メ
デ
ィ
ア
に
登

場
し
、
と
く
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
芸
術
家
に
希
望
を
与

え
て
き
た
。
ベ
ル
リ
ン
州
で
は
申
請
か
ら
3
日
後
に
は

一
人
当
た
り
9
0
0
0
ユ
ー
ロ
（
1
1
7
万
円
）
が
支

給
さ
れ
、
レ
ー
デ
ラ
ー
州
文
化
大
臣
か
ら
は
、
当
座
の

生
活
費
と
し
て
も
使
用
で
き
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

連
邦
政
府
に
よ
る
支
援
策
は
全
国
一
律
に
適
用
さ
れ

る
が
、
そ
れ
が
緊
急
助
成
の
全
て
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ

の
文
化
振
興
は
地
域
主
権
の
立
場
か
ら
、
州
と
自
治
体

が
主
体
で
行
い
、
連
邦
文
化
メ
デ
ィ
ア
庁
の
予
算
は
全

体
の
17
%
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
連
邦
政
府
、
州
政
府
、

基
礎
自
治
体
、
基
金
・
財
団
等
を
合
算
し
て
初
め
て
、

ド
イ
ツ
全
体
の
文
化
・
創
造
経
済
分
野
へ
の
支
援
総
額

が
明
ら
か
と
な
る
。

た
。
メ
ル
ケ
ル
は
広
い
層
の
信
頼
を
取
り
戻
し
、
感
染

拡
大
を
押
さ
え
込
む
こ
と
に
成
功
。
大
型
か
つ
迅
速
な

経
済
対
策
、
な
か
で
も
芸
術
家
を
含
む
個
人
向
け
緊
急

支
援
が
決
め
手
と
な
っ
た
。
そ
の
E
U
の
優
等
生
だ
っ

た
ド
イ
ツ
が
秋
以
降
、
第
2
波
の
制
御
に
難
航
し
て
き

た
。
12
月
に
入
っ
て
感
染
者
、
死
亡
者
と
も
に
急
増
し
、

よ
り
徹
底
し
た
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
不
可
避
と
な
っ
た
。

メ
ル
ケ
ル
は
12
月
9
日
の
連
邦
議
会
で
、
感
情
を
露

わ
に
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の
市
民
の
自
粛
を
訴

え
た
。「
本
当
に
心
か
ら
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
今
年

が
祖
父
母
と
過
ご
す
最
後
の
ク
リ
ス
マ
ス
と
な
ら
な
い

よ
う
に
里
帰
り
を
避
け
て
ほ
し
い
」
と
、
両
手
を
合
わ

せ
て
切
願
し
た
の
だ
。

も
う
ひ
と
つ
の
感
銘
深
い
シ
ー
ン
が
あ
る
。
国
立
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
論
拠
に
基
づ
い
て
死
者
数
の
増
加
を

予
測
し
た
際
、
メ
ル
ケ
ル
は
Ａ
ｆ
Ｄ
（
ド
イ
ツ
の
た
め
の

選
択
肢
）
の
議
員
か
ら
ヤ
ジ
を
浴
び
た
。
Ａ
ｆ
Ｄ
は
移

民
・
難
民
を
排
斥
す
る
極
右
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ム
政
党
で
、

マ
ス
ク
の
着
用
も
拒
否
し
て
き
た
。
普
段
は
ヤ
ジ
に
応

酬
す
る
こ
と
の
な
い
首
相
が
、
原
稿
か
ら
目
を
離
し
て

真
正
面
を
向
き
、「
私
は
啓
蒙
の
力
を
信
じ
て
い
ま
す
」

と
力
強
く
切
り
返
し
た
。

「
私
は
東
ド
イ
ツ
で
物
理
学
を
専
攻
し
た
が
、
も
し
西

ド
イ
ツ
に
い
た
な
ら
ば
別
の
選
択
を
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
人
は
多
く
の
こ
と
を
無
力
化
で
き
る
が
、
重
力
を

無
効
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

社
会
主
義
の
も
と
で
自
由
が
制
限
さ
れ
た
時
代
、
メ

ル
ケ
ル
は
い
か
な
る
権
力
に
よ
っ
て
も
歪
め
ら
れ
な
い

客
観
的
事
実
を
物
理
学
に
求
め
た
。
フ
ァ
ク
ト
に
基
づ

く
エ
ビ
デ
ン
ス
は
政
治
判
断
の
前
提
で
も
あ
る
。
た
だ

し
、
未
来
の
共
生
社
会
の
た
め
の
道
筋
を
示
す
に
は
、

よ
り
大
き
な
構
想
力
が
必
要
で
あ
る
。
5
月
9
日
、
首

相
は
ビ
デ
オ
演
説
「
コ
ロ
ナ
と
文
化
」
の
な
か
で
自
ら

の
美
的
経
験
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
。

「
芸
術
家
と
観
客
と
の
相
互
作
用
の
な
か
で
、
自
分
自

身
の
人
生
に
目
を
向
け
る
と
い
う
全
く
新
し
い
視
点
が

生
ま
れ
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
動
き
と
向
き
合
う
よ

う
に
な
り
、
自
ら
の
感
情
や
新
し
い
考
え
を
育
み
、
ま

た
興
味
深
い
論
争
や
議
論
を
始
め
る
心
構
え
を
し
ま
す
。

私
た
ち
は
芸
術
文
化
に
よ
っ
て
過
去
を
よ
り
よ
く
理
解

し
、
ま
た
全
く
新
し
い
眼
差
し
で
未
来
へ
目
を
向
け
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
す
」

芸
術
文
化
は
多
様
な
視
点
や
異
な
る
価
値
観
を
提
示

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
他
者
へ
の
想
像
力
を
活
性
化
す
る
。

感
情
移
入
に
よ
っ
て
共
感
や
違
和
感
が
生
ま
れ
、
そ
の

差
異
を
内
省
す
る
こ
と
か
ら
議
論
が
生
ま
れ
る
。
芸
術

文
化
は
、
自
然
環
境
や
多
文
化
と
の
共
生
、
多
様
な
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
や
次
世
代
と
の
共
生
へ
の
展
望
を
拓
き
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
市
民
社
会
の
討
議
を
促
し
、
媒
介

す
る
。
そ
の
た
め
に
は
芸
術
家
の
生
存
が
保
障
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
幅
広
い
市
民
が
自
由
に
表
現
し
、
参
加

し
、
享
受
で
き
る
環
境
が
不
可
欠
だ
。
文
化
政
策
は
民

主
主
義
の
仕
組
み
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
社
会
構
造
政

策
な
の
で
あ
る
。
メ
ル
ケ
ル
は
こ
の
演
説
の
な
か
で
、

芸
術
支
援
は
連
邦
政
府
の
最
優
先
課
題
と
言
明
し
た
。

首
相
の
政
治
的
判
断
力
は
、
科
学
的
論
拠
と
美
感
的
構

想
力
と
の
統
合
に
由
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
行
っ
た
テ
レ
ビ
演
説

が
世
界
中
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

「
私
た
ち
は
民
主
主
義
と
一
体
で
す
。
強
制
で
は
な
く
、

知
識
の
共
有
と
参
加
を
生
き
る
糧
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
直
面
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
歴
史
的
課
題
で
あ
り
、

結
束
し
て
初
め
て
乗
り
越
え
て
い
け
る
の
で
す
」

科
学
的
論
拠
を
挙
げ
な
が
ら
理
性
的
に
語
る
メ
ル
ケ

ル
。
し
か
し
言
葉
の
隅
々
に
ま
で
温
か
い
血
が
通
う
。

民
主
主
義
、
市
民
社
会
、
連
帯
と
結
束
な
ど
、
反
知
性

主
義
者
の
嫌
う
抽
象
概
念
が
、
彼
女
の
口
を
通
す
と
肉

体
を
持
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
と
な
る
。
こ
の
間
、
ド
イ
ツ

の
指
導
者
た
ち
に
際
立
つ
言
葉
の
存
在
感
に
深
く
心
を

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
き
た
。
し
だ
い
に
既
視
感
の
正
体
が
分

か
っ
て
き
た
。
当
地
の
劇
場
で
経
験
し
て
き
た
演
劇
や

オ
ペ
ラ
と
同
じ
感
情
が
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
喜
怒
哀
楽
を

通
し
て
人
間
の
倫
理
に
向
か
い
合
っ
て
い
た
の
だ
。

も
と
よ
り
、
西
洋
演
劇
の
起
源
は
市
民
の
議
論
に

あ
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
公
共
広
場
で
は
政
治
集
会

や
裁
判
が
行
わ
れ
た
。
ア
ゴ
ラ
は
、
隣
接
す
る
円
形
劇

場
と
と
も
に
市
民
的
公
共
性
の
発
生
装
置
で
あ
っ
た
。

18
世
紀
後
半
、
劇
作
家
の
シ
ラ
ー
は
劇
場
を
「
道
徳
的

施
設
」
と
定
義
し
た
。
戦
後
の
文
化
政
策
を
通
し
て
、

ド
イ
ツ
の
公
共
劇
場
は
民
主
主
義
を
紡
ぎ
出
す
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

科
学
的
論
拠
と
美
感
的
構
想
力
が
結
び
つ
く
こ
と
で

利
害
打
算
を
超
え
た
公
正
な
政
治
的
判
断
が
生
ま
れ
る
。

そ
れ
が
市
民
社
会
に
共
通
す
る
も
の
と
し
て
合
意
さ
れ

る
。
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
メ
ル
ケ
ル
の
発
言
を
辿
っ
て
み
よ
う
。
先
の

テ
レ
ビ
演
説
以
降
、
最
初
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
行
わ
れ

特
集

未
来
を
創
る
|
|
新
し
い
文
化
芸
術
の
か
た
ち

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
緊
急
支
援
策
は
他
国
に
類
の
な
い
手
厚
さ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、
経
済
界
だ
け
で
な
く
、
芸
術
文
化
に
も
大
規
模
な
支
援
を
行
う
の
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
歴
史
を
踏
ま
え
た「
文
化
的
生
存
配
慮
」と
い
う
中
心
的
理
論
と

文
化
を
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
捉
え
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の「
地
域
主
権
」の
構
造
が
存
在
す
る
。

そ
の
深
層
を
理
解
し
、
日
本
の
文
化
政
策
に
も
ぜ
ひ
役
立
て
た
い
。

コロ
ナ
禍
に
お
け
る

ド
イ
ツ
の
文
化
政
策
の
今

Fujino K
azuo

藤
野
一
夫

[

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
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授]
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█図1：ドイツの文化政策の分権的構造
	 （レベル・セクター・組織構造）

█図2：ドイツの公的文化歳出とその担い手

出典／藤野氏作成「Kulturfinanzbericht 2020」より
2020年時点で1€=130円換算

出典／藤野氏作成

文化歳出総額
1兆4,876 億円
100%

16州レベル
 5,754億円
38.6%

基礎自治体
 6,600 億円
44.4%

連邦文化
メディア庁
 2,522億円
17.0%

政府・行政セクター
立法・担い手・助成

市民社会セクター
ロビー・アドボカシー

連邦政府
レベル

外務省
連邦文化メディア庁

文化評議会
文化政策協会

州レベル 学術・芸術省 各分野の各州文化
連盟（評議会）

市町村
レベル

市町村議会
文化局（長）

地域の協会・団体
連合

セクター
レベル

ン
な
の
だ
」

秋
以
降
の
文
化
支
援
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
メ
ル
ケ
ル
連
立
政
権
は
6
月
3
日
、
新

た
に
16
兆
円
規
模
の
景
気
刺
激
策
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合

意
。
う
ち
10
億
ユ
ー
ロ
（
1
3
0
0
億
円
）
が
芸
術
文

化
支
援
に
充
当
さ
れ
た
。
12
月
初
旬
ま
で
に
、
新
規
の

文
化
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
」
へ
の
4
万
件
の
申
請
に
対
し
て
8
0
0
億

円
が
運
用
さ
れ
た
。
グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
は
「
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
の
市
民
社
会
と
の
協
働
は
ス
ム
ー
ズ
に
進

展
し
て
お
り
、
こ
の
新
た
に
組
成
し
た
分
権
的
構
造
は

卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
発
言
は
意

味
深
長
で
あ
る
。
日
本
で
羨
望
の
的
と
な
っ
た
ド
イ
ツ

の
文
化
支
援
の
構
造
は
、
け
っ
し
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で

は
な
い
。「
地
域
主
権
の
国
」
ド
イ
ツ
に
お
け
る
分
権

的
構
造
と
は
、
基
礎
自
治
体
→
州
→
連
邦
各
レ
ベ
ル
の

補
完
性
原
則
だ
け
で
な
く
、
政
府
・
自
治
体
と
市
民
社

会
と
の
分
権
を
も
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
（
図
1
・
2
）。

文
化
政
策
を
支
え
る
市
民
社
会
組
織

ド
イ
ツ
の
文
化
政
策
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
市

民
社
会
セ
ク
タ
ー
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
し
て
お

こ
う
。
そ
も
そ
も
「
文
化
的
生
存
配
慮
」
の
構
想
を
最

初
に
提
起
し
た
の
は
、
2
0
0
4
年
の
ド
イ
ツ
文
化
評

議
会
の
声
明
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
文
化
評
議
会
は
、

文
化
政
策
協
会
と
と
も
に
、
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
に
お

け
る
文
化
政
策
研
究
と
政
策
提
言
を
中
心
的
に
担
っ
て

い
る
。
両
組
織
と
も
エ
ー
フ
ァ
オ
（e.V.

）
と
呼
ば
れ

る
非
営
利
活
動
法
人
（
N
P
O
）
で
あ
る
。

文
化
評
議
会
は
、
音
楽
、
演
劇
・
ダ
ン
ス
、
文
学
、

美
術
、
建
築
・
文
化
遺
産
、
デ
ザ
イ
ン
、
メ
デ
ィ
ア
、

社
会
文
化
・
文
化
教
育
と
い
っ
た
８
分
野
の
評
議
会

（
連
盟
）
を
包
括
す
る
連
邦
レ
ベ
ル
の
上
位
組
織
で
あ

る
。
各
分
野
に
と
っ
て
重
要
な
文
化
政
策
上
の
案
件
全

般
に
関
し
て
、
連
邦
、
16
州
、
E
U
へ
の
助
言
と
提

言
を
行
っ
て
い
る
。
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ
ず
芸
術
文
化

団
体
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
点
で
、
個
人
を
会
員
と
す

る
文
化
政
策
協
会
と
は
性
格
を
異
に
す
る
が
、
両
組
織

の
連
携
と
補
完
関
係
は
上
々
で
あ
る
。

一
方
の
文
化
政
策
協
会
は
、
芸
術
文
化
団
体
の
利
益

を
代
表
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
こ
で
「
文
化
政
策
は
社

会
構
造
政
策
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
一
層

幅
の
広
い
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
現
状
批
判
と
政
策

提
言
を
行
っ
て
き
た
。
も
と
よ
り
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
文
化
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
」
と
は
、
文
化
施

設
だ
け
で
な
く
、
芸
術
家
、
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
人
的
資
源
、
さ
ら
に
活
動
や
事
業
を
含
む
包
括
概
念

で
あ
る
。
こ
の
充
実
し
た
文
化
イ
ン
フ
ラ
こ
そ
が
、
民

主
主
義
の
議
論
に
寄
与
し
、
社
会
的
合
意
形
成
の
反
映

と
発
展
の
た
め
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

戦
後
ド
イ
ツ
の
文
化
（
政
策
）
関
係
者
は
、
芸
術
文

化
と
そ
の
議
論
を
通
し
て
民
主
主
義
を
根
付
か
せ
、
新

し
い
市
民
社
会
の
形
成
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

た
。
連
邦
政
府
と
し
て
の
国
家
で
は
な
く
、
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
型
民
主
主
義
の
文
化
運
動
が
、
多
様
で
豊
穣
な

ド
イ
ツ
の
芸
術
文
化
環
境
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

文
化
の
現
状
是
認
的
性
格
の
克
服

ド
イ
ツ
の
文
化
政
策
が
、
草
の
根
民
主
主
義
の
市
民

社
会
を
志
向
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
戦
後
ド
イ
ツ

が
、
国
家
主
導
に
よ
る
文
化
統
制
政
策
の
負
の
遺
産
を

重
ね
て
背
負
い
込
ん
で
き
た
か
ら
だ
。
ナ
チ
ス
だ
け
で

な
く
、
東
ド
イ
ツ
も
中
央
集
権
型
文
化
政
策
に
よ
っ
て

芸
術
の
自
由
を
抑
圧
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
過
去
を
克

服
す
る
道
筋
は
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ど
の
よ

う
に
し
て
芸
術
文
化
が
、
民
主
主
義
の
た
め
の
社
会
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
合
意
さ
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

近
代
の
ド
イ
ツ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
物
質
的
な
「
文

明
」
に
対
抗
す
る
精
神
的
な
「
文
化
」
が
強
調
さ
れ
、

教
養
形
成
の
中
核
を
担
う
芸
術
が
特
権
化
さ
れ
て
き
た
。

と
く
に
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
に
お
い
て
は
、
形
骸
化

し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
代
わ
り
、
自
律
し
た
芸
術
が
聖
な

る
も
の
を
独
占
し
た
。
目
的
と
手
段
の
関
係
で
組
み
立

て
ら
れ
た
実
利
の
世
界
を
超
え
た
「
目
的
な
き
合
目
的

性
」（
カ
ン
ト
）
が
、
芸
術
作
品
の
絶
対
的
価
値
を
規
定

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
価
値
を
共
有
で
き
た
の
は
一

握
り
の
教
養
市
民
層
に
と
ど
ま
っ
た
。

ほ
ど
な
く
、
芸
術
の
価
値
を
内
面
化
し
え
た
エ
リ
ー

ト
は
、
世
俗
的
な
政
治
や
経
済
の
世
界
を
見
下
す
よ
う

に
な
る
。
非
政
治
的
知
識
人
の
多
く
が
、
ナ
チ
ス
の
排

外
主
義
的
文
化
政
策
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
闘

う
こ
と
な
く
芸
術
と
観
念
の
世
界
に
引
き
こ
も
っ
た
。

社
会
と
隔
絶
し
た
芸
術
至
上
主
義
が
現
実
逃
避
を
招
き
、

逆
説
的
に
、
歪
ん
だ
現
状
を
肯
定
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

こ
う
し
た
「
文
化
の
現
状
是
認
的
性
格
」（
マ
ル
ク
ー
ゼ
）

が
、
後
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

ナ
チ
ス
時
代
の
苦
い
経
験
か
ら
、
戦
後
の
西
ド
イ
ツ

憲
法
で
は
、
芸
術
と
教
育
に
関
す
る
事
項
は
、
州
お
よ

現
代
ド
イ
ツ
の
文
化
政
策
論
の
中
心
に
は
「
文
化
的

生
存
配
慮
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
も
と
も
と

は
、
市
場
原
理
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
な
か
で
、
民

営
化
に
よ
っ
て
淘
汰
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
公
共
文
化
政

策
の
本
質
を
め
ぐ
る
法
哲
学
的
議
論
だ
。
ド
イ
ツ
憲
法

で
保
障
さ
れ
た
「
人
格
の
自
由
な
発
展
」
を
可
能
に
す

る
条
件
を
、
芸
術
の
自
律
性
お
よ
び
民
主
主
義
的
基
盤

の
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
基
礎
付
け
た
の
で
あ
る
。

公
共
文
化
政
策
の
基
本
枠
組
み
は
以
下
の
4
点
に
区

分
で
き
る
。
❶
文
化
施
設
の
設
置
と
維
持
、  ❷
芸
術
・

文
化
の
振
興
と
文
化
的
人
格
形
成
の
促
進
、
❸
文
化
事

業
の
企
画
と
資
金
調
達
、
❹
芸
術
家
と
文
化
を
生
業
と

す
る
者
、
市
民
活
動
、
文
化
領
域
で
働
く
フ
リ
ー
ラ
ン

サ
ー
、
文
化
産
業
の
た
め
の
条
件
整
備
。
今
回
の
コ
ロ

ナ
危
機
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
居
住
す
る
者
の
「
文
化

権
」
が
損
な
わ
れ
た
場
合
、「
文
化
的
生
存
配
慮
」
を

法
的
根
拠
と
し
て
、
国
家
や
自
治
体
に
は
公
的
支
援
を

行
う
責
務
が
生
じ
る
。
と
り
わ
け
甚
大
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
い
る
❹
の
分
野
へ
の
支
援
が
、
連
帯
の
た
め
に

必
要
火
急
な
の
だ
。
グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
は
、
12
月
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
コ
ロ
ナ
禍
が
ま
さ
に
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
文
化
が

社
会
的
結
束
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
か
と
い
う
こ
と
だ
。

芸
術
家
が
発
す
る
示
唆
や
思
考
へ
の
刺
激
、
精
神
的
イ

ン
パ
ル
ス
や
批
判
を
私
た
ち
は
必
要
と
し
て
い
る
。
こ

う
し
て
現
在
の
民
主
主
義
は
生
き
た
も
の
と
な
る
。
言

葉
の
真
の
意
味
で
、
芸
術
家
は
社
会
シ
ス
テ
ム
に
と
っ

て
重
要
な
の
で
あ
る
。（
…
…
）
文
化
は
グ
ル
メ
の
た

め
の
特
選
食
品
な
の
で
は
な
い
。
万
人
に
と
っ
て
の
パ

び
市
町
村
の
権
限
が
連
邦
政
府
の
権
限
に
優
越
す
る
と

し
た
「
州
の
文
化
高
権
」
が
謳
わ
れ
た
。
こ
の
「
文
化

分
権
主
義
」
に
基
づ
い
て
、
1
9
5
0
～
60
年
代
に
は

戦
前
の
文
化
施
設
や
芸
術
機
関
の
再
建
が
、
州
お
よ
び

市
町
村
の
主
導
で
推
進
さ
れ
た
。
芸
術
文
化
領
域
で
の

戦
後
復
興
は
、
奇
跡
的
な
経
済
成
長
を
原
動
力
に
可
能

と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
、
経
済
成
長
を
支
え
た
世
代
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
50
年
代
と

60
年
代
に
は
、
演
劇
、
オ
ペ
ラ
、
音
楽
、
文
学
な
ど
の

高
級
芸
術
が
文
化
的
生
活
を
支
配
し
て
い
た
。
非
日
常

的
な
芸
術
世
界
は
、
現
実
社
会
と
隔
絶
し
た
非
政
治
性

ゆ
え
に
意
味
を
持
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ド
イ
ツ
経
済

の
奇
跡
を
担
っ
た
世
代
の
多
く
は
、
青
春
期
に
ナ
チ
ス

の
文
化
政
策
を
経
験
し
て
お
り
、
芸
術
の
政
治
利
用
へ

の
根
深
い
懐
疑
を
共
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
懐
疑
的
世
代
に
と
っ
て
、
芸
術
の
非
日
常
空
間

は
、
熾
烈
な
競
争
社
会
か
ら
の
現
実
逃
避
の
場
と
な
っ

た
。
経
済
戦
士
は
、
束
の
間
の
感
動
に
よ
っ
て
生
気
を

取
り
戻
し
た
が
、
芸
術
体
験
が
開
示
す
る
美
感
的
構
想

力
に
基
づ
い
て
経
済
や
社
会
の
改
革
を
め
ざ
す
「
文
化

の
政
治
化
」
に
は
関
与
し
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ

う
し
た
保
守
的
文
化
観
と
復
古
主
義
的
文
化
政
策
は
、

結
果
的
に
ナ
チ
ス
が
犯
し
た
過
去
と
正
面
か
ら
向
き
合

う
機
会
を
も
国
民
か
ら
奪
っ
た
。「
文
化
の
現
状
是
認

的
性
格
」
が
戦
後
に
も
反
復
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
生
ま
れ
の
若
者
た
ち
は
、
親
の
世
代
の
集
団
的

な
現
実
逃
避
に
反
逆
を
始
め
る
。
1
9
6
8
年
以
後

の
学
生
運
動
と
ブ
ラ
ン
ト
社
民
党
政
権
の
政
治
改
革
に

よ
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
の
社
会
全
体
に
民
主
主
義
の
徹
底
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出典／（一財）地域創造
「災後における地域の公
立文化施設の役割に関
する調査研究報告書」
(H26）より

現
在
、
各
分
野
の
評
議
会
は
、
多
種
多
彩
な
助
成
制

度
の
窓
口
と
審
査
を
担
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
経
験
豊

富
な
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
。
信
頼
に
基

づ
く
中
間
支
援
組
織
は
市
民
社
会
の
心
臓
で
あ
る
。
日

本
の
文
化
庁
の
よ
う
に
代
行
会
社
に
業
務
委
託
す
る
必

要
は
な
い
。
ま
た
、
自
己
資
金
の
要
ら
な
い
1
0
0
%

助
成
が
大
き
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
国

家
と
個
人
を
媒
介
す
る
公
共
圏
を
、
民
営
化
か
ら
防
衛

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
文
化
的
生
存
配
慮
」
の
倫

理
だ
。
市
民
社
会
と
の
協
働
が
、
新
た
に
組
成
し
た
分

権
的
構
造
に
基
づ
い
て
円
滑
に
進
展
し
て
い
る
、
と
い

う
グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
の
評
価
は
、
具
体
的
に
は
文
化
評

議
会
等
と
の
連
携
プ
レ
イ
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
12
月
末
時
点
で
申
請
総
額
が
助
成
総
額
を

大
幅
に
上
回
っ
て
お
り
、
当
初
の
1
3
0
0
億
円
が
あ

と
数
ヶ
月
で
底
を
つ
く
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く

文
化
評
議
会
は
、
来
年
度
に
向
け
て
同
額
の
追
加
の
必

要
性
を
ア
ピ
ー
ル
。
グ
リ
ュ
ッ
タ
ー
ス
も
1
3
0
0
億

円
規
模
の
増
額
に
強
い
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

一
方
、
文
化
政
策
協
会
は
3
月
末
に
声
明
「
コ
ロ
ナ

－

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
の
文
化
政
策
の
た
め
の
10
項
目
」

を
発
表
。
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
文
化
政
策
内
部
の
構

造
改
革
と
、
文
化
政
策
に
よ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
の
改
革

を
鋭
く
提
言
し
た
。
文
化
評
議
会
と
の
違
い
が
際
立
つ

フ
レ
ー
ズ
に
絞
っ
て
引
用
し
よ
う
。「
各
自
の
参
加
を

も
っ
と
深
め
る
こ
と
！ 

文
化
政
策
の
ア
ピ
ー
ル
は
政

治
に
向
け
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
市
民
社
会
に
も
向

け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
私
た
ち
は
〈
共
通
の
も
の
で
あ

る
危
機
〉
を
共
に
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。「
私

た
ち
は
文
化
政
策
の
観
点
か
ら
新
た
な
合
意
形
成
に
参

画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
社
会
の
方
向

性
を
刷
新
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
も
意
味
し
て
い
る
」

い
ず
れ
に
し
て
も
、
文
化
政
策
に
お
け
る
分
権
的
構

造
の
柔
軟
な
組
成
が
、
コ
ロ
ナ
危
機
の
支
援
策
に
お
い

て
円
滑
に
機
能
し
た
こ
と
は
、
文
化
的
民
主
主
義
に
内

在
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
印
象
付
け
る
も
の
と
な
っ
た
。

イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
的
コ
モ
ン
ズ

他
方
、
日
本
の
文
化
庁
は
7
月
、
5
0
9
億
円
（
一

部
ス
ポ
ー
ツ
）
に
の
ぼ
る
大
型
の
「
文
化
芸
術
活
動
の

継
続
支
援
事
業
」
を
開
始
し
た
。
し
か
し
申
請
額
が
低

迷
し
予
算
の
消
化
に
苦
慮
し
た
。
芸
術
家
の
実
情
に
見

合
っ
た
制
度
や
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
。
支
援
の

歯
車
が
噛
み
合
わ
な
い
の
だ
。
い
っ
た
い
芸
術
家
と
は

誰
か
。
ど
こ
で
何
を
や
っ
て
い
る
人
な
の
か
、
そ
の
実

態
が
見
え
て
こ
な
い
。
最
適
な
制
度
を
つ
く
る
た
め
の

文
化
統
計
な
ど
、
芸
術
家
と
そ
の
活
動
に
関
す
る
基
本

デ
ー
タ
が
揃
っ
て
い
な
い
実
態
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
も
、
市
民
社
会
と
の
分
権
的
構
造
を

推
進
し
、
地
域
主
権
に
基
づ
い
て
支
援
策
を
デ
ザ
イ
ン

す
べ
き
だ
ろ
う
。
国
は
大
枠
の
予
算
取
り
だ
け
を
行
い
、

各
自
治
体
に
財
源
移
譲
す
る
。
同
時
に
若
手
の
ア
ー
ト

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
権
限
委
譲
し
、
各
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
助
成
メ
ニ
ュ
ー
を
新
鮮
な
発
想
で
デ
ザ
イ
ン
し
て
も

ら
う
の
だ
。
各
地
に
文
化
評
議
会
（
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
）
が
根
を
張
り
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
国
や
自
治
体
に

政
策
提
言
を
行
う
。
政
府
か
ら
自
律
し
た
芸
術
文
化
支

援
の
た
め
の
中
間
支
援
組
織
づ
く
り
が
急
務
だ
。
芸
術

経
営
の
専
門
職
を
雇
用
し
、
各
地
域
の
芸
術
文
化
活
動

の
実
態
調
査
に
基
づ
い
て
適
切
な
支
援
施
策
を
構
築
す

る
。
非
営
利
動
機
に
貫
か
れ
た
専
門
性
の
高
い
文
化
評

議
会
の
活
動
は
、
芸
術
文
化
に
よ
る
地
域
主
権
の
確
立

と
市
民
社
会
の
創
生
に
大
き
く
寄
与
す
る
だ
ろ
う
。

昨
年
の
夏
、
筆
者
の
研
究
室
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
下
に
お
け
る
兵
庫
県
内
の
芸
術
文
化
活

動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
。
観
光

業
な
ど
と
は
異
な
り
、
職
業
と
し
て
自
立
し
た
芸
術
家

の
数
と
実
像
が
見
え
ず
、
産
業
と
し
て
の
経
済
規
模
も

掴
め
ず
苦
慮
し
た
。
芸
術
文
化
は
趣
味
・
道
楽
で
あ
り
、

贅
沢
品
と
見
な
さ
れ
て
き
た
社
会
背
景
も
大
き
い
。
文

化
は
私
事
で
あ
っ
て
公
的
な
事
柄
で
は
な
い
、
だ
か
ら

公
的
支
援
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
通
念
が
世

間
に
染
み
込
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
素
地
に
「
不
要
不

急
」
の
烙
印
が
押
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

現
在
困
っ
て
い
た
り
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
と
し

て
、
芸
術
家
の
大
半
が
「
感
染
源
と
な
ら
な
い
か
」
や

「
自
粛
警
察
・
バ
ッ
シ
ン
グ
」
を
挙
げ
た
。
感
染
者
を

出
し
て
は
世
間
様
に
申
し
わ
け
な
い
、
と
い
う
同
調
圧

力
が
芸
術
家
や
文
化
活
動
を
萎
縮
さ
せ
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
多
様
な
も
の
へ
の
理
解
を
欠
い
た
社
会
は
行

動
と
表
現
の
自
由
を
奪
い
、
心
と
体
の
健
康
を
蝕
み
、

お
上
へ
の
忖
度
を
増
長
す
る
。
社
会
的
連
帯
と
民
主
的

合
意
形
成
の
自
由
空
間
を
拓
く
べ
き
芸
術
文
化
の
土
壌

が
、
急
速
に
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

今
こ
そ
自
然
と
文
化
、
人
間
と
社
会
の
本
来
の
関
係

を
回
復
し
、
国
境
を
越
え
た
連
帯
に
よ
っ
て
人
類
共
通

の
未
来
に
見
通
し
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と

え
ば
、
各
地
域
に
根
ざ
し
た
伝
統
的
な
祭
り
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
主
体
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
収
穫
へ

の
祈
り
か
ら
生
ま
れ
、
ま
た
災
害
や
疫
病
か
ら
の
再
生

の
記
憶
を
集
合
的
に
担
っ
て
き
た
。
京
都
・
祇
園
祭
の

起
源
は
、
鴨
川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
蔓
延
し
た
疫
病
か
ら

の
復
興
を
寿こ

と
ほ

ぐ
町
衆
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
遡
る
。
東

日
本
大
震
災
の
廃
墟
か
ら
最
初
に
立
ち
上
が
っ
た
の
も

神
楽
な
ど
の
祭
り
だ
っ
た
。

た
だ
し
旧
来
の
祭
り
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
絆
を
維

持
強
化
す
る
た
め
に
、
と
き
に
は
共
同
体
の
外
者
を
排

を
求
め
る
う
ね
り
が
高
ま
り
、
保
守
的
文
化
観
と
復
古

主
義
的
文
化
政
策
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
た
。
70
年
代
初

頭
に
状
況
は
大
き
く
変
わ
り
、
多
く
の
政
治
家
も
文
化

と
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
再
考
を
迫
ら
れ
た
。
こ
う
し

て
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
の
な
か
か
ら
文
化
政
策
協
会
と

文
化
評
議
会
が
自
発
的
に
誕
生
し
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に

よ
る
新
し
い
文
化
政
策
が
生
成
し
た
の
で
あ
る
。

分
権
的
構
造
に
よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

コ
ロ
ナ
禍
の
文
化
支
援
に
戻
ろ
う
。「
ニ
ュ
ー
ス

タ
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
連
邦
文
化
大
臣
に
提
言
し
、

そ
の
助
成
メ
ニ
ュ
ー
を
具
体
化
し
た
の
は
文
化
評
議
会

と
、
こ
れ
に
加
盟
す
る
各
分
野
の
評
議
会
で
あ
る
。
各

地
域
で
活
動
す
る
芸
術
文
化
関
係
者
と
市
民
の
多
様
な

声
を
汲
み
上
げ
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
施
策
に
的
確
に
反
映

さ
せ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
公
共
文
化
政
策
と
縁
遠

か
っ
た
民
間
の
文
化
施
設
や
フ
リ
ー
の
芸
術
家
に
特
化

し
た
支
援
策
が
主
眼
と
な
っ
た
。

こ
う
し
て
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
の
届
く
50
余
り
の

助
成
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
た
。
映
画
館
や
映
画
製
作

に
2
4
0
億
円
、
民
間
劇
場
に
40
億
円
、
ラ
イ
ブ
ハ

ウ
ス
に
32
億
円
な
ど
。
公
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
劇
場
、

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ

ブ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
分
野
で
も
文
化
的
多
様
性

が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
芸
術
家
と
文
化
関
係
者
の

基
本
的
な
生
存
を
保
障
す
る
施
策
だ
。
ま
た
、
若
手
や

子
育
て
世
代
へ
の
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
の
充
実
ぶ
り
に
も

目
を
み
は
る
。

藤
野
一
夫
（
ふ
じ
の
・
か
ず
お
）

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
。
１
９
５
８
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。

平
成
19
年
度
～
21
年
度
、
文
部
科
学
省
・
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
現
代
Ｇ
Ｐ
）「
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
教
育
に
よ
る
都
市
文
化
再
生
」
事
業

推
進
責
任
者
を
務
め
る
。
現
在
は
、
日
本
文
化
政
策
学
会
副
会
長
、
日
本
ワ
ー
グ

ナ
ー
協
会
理
事
、(

公
財)

び
わ
湖
芸
術
文
化
財
団
理
事
、(

公
財)

神
戸
市
民
文

化
振
興
財
団
理
事
の
ほ
か
、
文
化
審
議
会
な
ど
の
委
員
を
多
数
兼
任
。
共
編
著
に

『
地
域
主
権
の
国 

ド
イ
ツ
の
文
化
政
策
―
―
人
格
の
自
由
な
発
展
と
地
方
創
生
の
た

め
に
』(

美
学
出
版)

、『
基
礎
自
治
体
の
文
化
政
策
―
―
ま
ち
に
ア
ー
ト
が
必
要
な

わ
け
』(

水
曜
社)

な
ど
が
あ
る
。

除
し
、
内
部
の
個
人
に
参
加
を
強
要
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
21
世
紀
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
同
調
圧
力

か
ら
自
由
な
寛
容
性
が
大
切
だ
。
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が

り
な
が
ら
出
入
り
自
由
な
「
文
化
的
コ
モ
ン
ズ
」
を
つ

く
り
た
い（
図
3
）。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
抗
し
て
自
分

の
内
面
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
殻
を
閉
じ
る
の
で
は
な
い
。

「
文
化
の
現
状
是
認
的
性
格
」
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
場
経
済
と
は
異
な
る
、
も
う
ひ
と
つ
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
、
芸
術
文
化
を
媒
体
と
し
て
イ
ン

タ
ー
ロ
ー
カ
ル
に
推
し
進
め
る
の
で
あ
る
。

市
民
と
芸
術
家
が
主
体
と
な
っ
た
手
作
り
の
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
イ
ン
タ
ー
ロ
ー
カ
ル
に
仕
掛
け
て
い

く
こ
と
。
国
境
が
閉
ざ
さ
れ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
時
代

だ
か
ら
こ
そ
必
要
火
急
の
こ
と
だ
。
当
面
は
身
体
的
接

触
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
他
者
へ
の

想
像
力
の
源
泉
を
枯
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。
も
は
や

メ
ガ
・
イ
ベ
ン
ト
は
必
要
な
い
。
マ
イ
ク
ロ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
国
境
を
越
え
て
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぎ
、

無
数
に
並
存
す
る
こ
と
。
手
触
り
の
公
共
圏
が
「
文
化

的
コ
モ
ン
ズ
」
と
し
て
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
り
、
お
互

い
の
信
頼
関
係
が
じ
っ
く
り
と
醸
成
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ

の
た
め
の
土
壌
を
耕
す
こ
と
が
文
化
で
あ
る
。
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